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2020.07.28

アフターコロナ時代の
オフライン調査のありかたを探る



■ パネリスト ■

司会 鈴木 文雄 氏（日本リサーチセンター）

パネラー 山田 直昭 氏（消費者行動研究所）

水城 良祐 氏（アスマーク ）

持木 俊介 氏（日経リサーチ）

本企画の趣旨

ビッグデータやAI・機械学習等に代表される新技術の市場調査領域

への応用可能性が注目されています。一方で、人間が密接に介在する

ことで真価を発揮するオフライン型の調査手法も引き続き重要です。

コロナ禍という未曽有の危機を経験した今、何が変わり、何が変わ

らないのか、また、変えていく必要があるのかどうか、現場の実情に

即した議論をパネルディスカッション形式でお送りします。
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◆ 鈴木：Withコロナ・Afterコロナにおける訪問調査について

➢ Withコロナ環境下での訪問調査

➢ Afterコロナに予想される変化

◆ 山田：CLT協議会の暫定ガイドラインと現在のフィールド環境

➢ 感染防止対策、ストリートキャッチCLT再開の状況

◆ 水城：オフライン調査再開への取り組みと施策

➢ オフラインFGI、CLTのリクルートと実施体制

◆ 持木：オフライン調査の調査員向け施策

➢ 電話調査を含めた、調査員への配慮事項等

本日の発表の概略
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はじめに： よく報道されている図から…

資料出所：東京都「都内の最新感染動向」

（7月27日までのデータ）
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このような複合チャートだったら…？

検査人数
（右目盛）

重症患者数
（左目盛）

感染者数
（左目盛）

（7月27日までのデータ）

資料出所：東京都「都内の最新感染動向」



2020.07.28

株式会社日本リサーチセンター

Withコロナ・Afterコロナに
おける訪問調査について
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①平常時の訪問調査のフロー

１）地点抽出

２）各自治体への住民基本台帳閲覧依頼

３）抽出員が各自治体に出向き住民基本台帳から名簿抽出

４）対象者リスト作成

５）調査依頼事前送り状

６）応諾者への調査員訪問

７）調査概要説明＋面接または調査票留置き

８）調査員による調査票回収または郵送投函

９）回収調査票の検票

コロナ禍における訪問調査の現状
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②３月中旬からの自治体対応

コロナ禍における訪問調査の現状
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１）総務省の通達により、住民基本台帳

閲覧の制限（各自治体は閲覧を継続）

２）転出・転入手続き方法の多様化と感

染予防対策により、住民対応は非接触
型方法へ

３）給付金の事務処理が最優先、自治体
職員の感染もあり、学術調査等の住民

基本台帳閲覧について見合わせを依頼

してくる自治体が出てきた（各自治体
判断）

この時点で、全国の複数自治体から住民
基本台帳閲覧見合わせの連絡があり、実

質、抽出作業が停止



③NOS（日本リサーチセンター・オムニバスサーベイ）の中止

・毎月実施の全国訪問留置調査は、３月・４月・５月実施分を中止、

6月実施分から再開。2011年の東日本大震災時は４月のみ中止。

・調査員の高齢化に伴う感染拡大認識（家族からの調査員活動停止依頼）

・調査対象者との近距離接触の回避（ソーシャルディスタンス意識）

・調査員および対象者の感染防止（企業の社会責任として）

■ＮＯＳ（日本リサーチセンター・オムニバスサーベイ）の概要

対象地域：全国

対象者：15～79歳男女個人1,200人（1地点6人×200地点）

サンプリング：住宅地図データベースから世帯を抽出し、個人を割り当て

調査方法：調査員による個別訪問留置調査

コロナ禍における訪問調査の現状
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④時系列訪問調査の中止

・時系列調査は調査実施時期がずれないように調整していたが、

2020年は中止となった

・エリア（地点）によって、調査対象者である生活者の新型コロナ

ウイルス感染状況と感染予防意識が異なるため、回収状況に大き

な乖離が発生する可能性があり中止（または延期）となった

・訪問調査とWEB調査の比較検証案件について訪問調査のみ中止

・感染拡大の可能性があり、調査対象者および調査員の感染予防か

ら調査中止を提案・中止に至る

コロナ禍における訪問調査の現状
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①調査準備時（インストラクション）

●会場

・座席の距離を原則として２ｍ以上（最低でも１ｍ以上）間隔を取る

・机、イス、筆記用具等は、調査員が入れ替わる度に消毒液で拭き、除菌する

・窓が開く会場の場合、小まめに窓を開けて喚起し、空調機器は常時稼働させる

●入出時チェック（説明者・調査員）

・発熱・風邪症状があるスタッフは、出席不可とする

・受付で非接触型体温計で体温測定し、37.5℃以上の場合は出席不可とする

・受付で手指のアルコール消毒とマスク着用を徹底

・説明者は、マスクか、フェースシールドを必ず着用する

●セッション・人数

・会場内の調査員の人数が密にならないように制限し、セッション数を増やす

・コンパクトな説明を心掛け、説明会の時間はできる限り30分～60分程度

・集合インストが実施できない場合は、個別に電話インストへの代替を検討

Withコロナの訪問調査について
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②調査実施時（面接調査の場合）

●調査員
・調査活動前に検温し、 37.5℃以上の場合は活動不可とする
・風邪症状がある場合は、活動不可とする

●対象者宅訪問時
・マスクか、フェースシールドを必ず着用する
（インターホンで挨拶する際、最初にマスク等着用を了承いただく）
・対象者との対面前後に、手指のアルコール消毒をする
・対象者に提示物を持っていただく場合は、使い捨てビニール手袋を利用。
（使用したビニール手袋は対象者に破棄していただくことを了承いただく。調
査員が使い捨てビニール手袋を使用するのも可）

・提示物は対象者に清潔な印象を持っていただくよう複数部用意
●調査の環境
・調査票設計を工夫し、 対象者と調査員の接触時間を極力減らす（面接時間は30
分程度が望ましい）

・対象者に対面する場合は、対象者との距離をできる限り２ｍ（最低でも１ｍ以
上）取る

Withコロナの訪問調査について
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③感染症予防対策 調査備品

Withコロナの訪問調査について
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説明会で説明者が使用、調査時に調査
員が着用するフェイスシールド

説明会時に消毒、訪問時に対象
者との対面前後に消毒

説明会の検温で37.5℃以上の
場合は説明会出席不可

面接調査時に対象者や調査
員が使用するビニール手袋 説明会会場で換気に使用



ワクチンが提供されるまではAfterコロナと言えないが、常に感染
予防対策を行って、調査対象者が安心して協力できる環境を維持し
ていく。

①2020年度国勢調査の実施

・これまで調査員が対象者に調査票手渡しであったが、感染防止のために対象者
と非接触にポスティング（ポスト投函）に変更

・オンライン回答への誘導強化

・回収期間の延長（調査結果公表時期も繰り下がる）

②訪問調査実施

・対象者、調査員の感染予防対策の継続実施が必須項目

・調査会社のテレワーク継続から調査員とのコミュニケーションツールの多様化

・対象者は紙の調査票、調査員はデバイス入力のような接触しない回答環境

・訪問留置の場合、対象者はWEBで回答、調査員は回収しない

Afterコロナの訪問調査について
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◆ 消費者行動研究所（CBR）のご紹介

◆ CLT対策協議会の暫定ガイドラインのご紹介

➢ リアルなCLT調査は、コロナ感染が確認されはじめた3月頃から緊急事態宣言が

解除されるまでの3ヶ月ほど実施できず

➢ 1年の1/4にあたる期間に調査ができなかったことは初めての経験で、中小規模

の調査会社には死活問題であった

➢ 緊急事態宣言解除後に調査がすぐに開始できるよう、CLT対策協議会ではオンラ

インで会議を重ね、

✓ CLT感染予防対策のガイドラインをいち早く策定

✓ 6/4にリリース、リアルで行う必要のある他手法の調査への活用も期待

CLT対策協議会の暫定ガイドラインと現在のフィールド環境

CBR 代表取締役 山田 直昭
（CLT対策協議会 委員長）

16http://www.jmra-net.or.jp/Portals/0/rule/guideline/20200604_clt.pdf

http://www.jmra-net.or.jp/Portals/0/rule/guideline/20200604_clt.pdf


◆ 具体的なCLTの感染防止対策

✓ プレリクルート、ストリートキャッチに関わらず、感染対策は次頁以降をコロナ対策の

初期から実施（弊社の感染防止策の参考資料）

✓ 飲食店やホテルなどが実施している対策と基本は変わらない

✓ 再開前にリクルータや調査員に感染予防対策の具体的な方法などを説明
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➢ 第一に「調査スタッフの安全」、

➢ 次に「徹底した安全予防策で参加してくれる対象者の不安をなくすこと」



against
covid-19

株式会社 消費者行動研究所
2020.3.30

新型コロナウィルス対策
安心して調査を行うための取組み
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CBRでは、クライアント様、対象者、

調査スタッフの安全に最大限配慮し、

安心で安定したサービスを提供するため

に、定性・定量調査に関わるあらゆる場

面において新型コロナウィルス感染症に

対する予防策を実施しています。

(実施期間は今後のコロナウイルスの

状況をみながら決定いたします）

PowerPoint templatePowerPoint template対象者

Staff

実査
会場

クラスターとならないために
こまめなアルコール消毒、換気の
実施と対象者間の距離を確保

１st

２nd

３rd

まずは社内から感染者を出さない
頻繁な手洗い、アルコール消毒、
うがい、マスク着用の徹底
スタッフの健康管理チェック体制

スクリーニング時に感染の
可能性のある対象者を除外
入室時に検温とアルコール消毒
マスク着用のお願い

1
Consumer Behavior Research Ltd. Co. 19



○ 発熱、咳、くしゃみなどウイルス罹患の症状の可能性のある従業員・調査員は自宅で休養する

○ 従業員・調査員の渡航歴の把握し、海外への渡航は当面の間禁止

○ 人が多く集まる場所への不要不急な移動や滞在を避け、公共交通機関の車内、EV内などの密集エリアではマスクもしくは
タオルで口や鼻を塞ぐ

○ 従業員・調査員は執務室・会場への入室時に必ず薬用（除菌/殺菌）ハンドソープで手洗い洗浄、アルコール消毒液による
消毒を行う（感染症対策ポスターの掲示、入口にアルコール消毒液の設置、洗い場に薬用ハンドソープによる手洗い場所の設置）

○ リクルーター・調査員は調査会場に出社直後、昼休み（午後の始業前）の検温を徹底

○ 調査会場内で調査員は必ずマスクを着用する
調査員マスク着用のため、会場入口に「マスク着用のお知らせ」の案内を掲示し対象者に理解を促す

2

本社従業員・会場調査員へ体調管理、衛生管理の徹底を呼びかけ、
ポスターによる喚起や消毒液等を社内・会場に設置し、以下を実施しています。
また調査用の備えとしてアルコール消毒液、マスクを十分に確保し、在庫不足の心配はありません。

１st

Staff

Consumer Behavior Research Ltd. Co.
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２nd

対象者

3

○ すべての対象者の方に会場内に入る前に新型コロナウイルス対策についての案内を読んでもらい、
あらためて理解を求め、事前に同意を得る

○ 調査前に手指のアルコール消毒のお願い（肌の弱い方用にノンアルコールも用意）

○ 発熱、咳、くしゃみなどウイルス罹患の症状の可能性のある方には会場内入室をお断りする

○ 過去二週間における海外渡航歴を確認

○ 赤外線による非接触検温の了承（非接触検温で37.5度以上の場合はお帰りいただく）

○ 対象者にマスク着用のお願いと同時に、調査員のフェイスガードもしくはマスクと手袋の着用に対してご理解をいただく

新型コロナウイルス対策についての説明と感染の可能性のある対象者をスクリーニング アルコール消毒のお願い

プレリクルートの事前確認又はストリートでのスクリーニングを強化させ、
以下の点を確認し感染の可能性のある対象者を除外いたします。
また感染予防のための協力に同意された方のみ調査に参加していただきます。

非接触検温

Consumer Behavior Research Ltd. Co.
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実査
会場

4

○ 会場受付にアルコール消毒液を設置し、調査スタッフ・対象者など全ての入室者の手指消毒を促す

○ 会場内ではテーブルの間隔を普段より広く設け、１テーブルに対象者は１人に留め、対象者間の距離を離し接触を避ける

○ テーブルに衝立を置いて対象者の周りを囲む

○ 調査前、調査終了後会場内の机、筆記具やバインダー等の備品を除菌スプレーやシート等で拭く。実査中も都度行う

○ 休憩時間には窓を開け換気（約2時間おき、休憩時間が目安）

○ プロジェクト終了後、コップ、シルバー等、調査に使用した食器類の煮沸消毒（現在は原則使い捨ての容器を使用中）

○ クライアント様の見学はお控えいただいています。 どうしてもの場合は1名のみご案内しています
会場内では検温、マスクの着用、アルコール消毒のご協力をお願いいたします。

CBRでは実査会場において、こまめなアルコール消毒、換気の実施、対象者間の距離を確保します。
３rd

実査
会場

Consumer Behavior Research Ltd. Co.
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実査
会場

5

○ サーブ担当、片付け担当はマスク・ゴム手袋の着用を徹底。洗い物をする時は、ゴム手袋を外してよいがマスクは外さない

○ 容器などに注いで出す場合は指定の製品のチップ、コースターをトレーに置く
氷水、またはウォーマーから製品を取り出し、ゴム手袋をした手で使い捨てプラカップに注ぎトレーにのせる（サーブ担当）

○ トレーごと席において試飲してもらう。 試飲するまでの間、サーブ担当と対象者以外の者は容器にさわることはない

○ 片付け・消毒の専属担当者を用意して、対象者の触れた使い捨てプラコップを廃棄したり、飲み残しを処理する。
片付け担当はサーブに関しては一切携わらない

CBRでは台所において試作品のサーブを行うスタッフと片付けを行う専属のスタッフを配置し、
台所業務での感染防止に努めます。

実査
会場

Consumer Behavior Research Ltd. Co.

３rd
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◆緊急事態宣言解除後のCLTの現状

✓ プレリクルートは、県をまたぐ移動が解禁となる6/19まではスタート困難と判断

✓ 6月下旬頃から移動自粛も解除され、各調査会社が徐々に再開していることを確認

✓ ストリートキャッチは調査時間が比較的短く、入室数をコントロールできるため、
解除後すぐの再開を準備
⇒ 宣言解除後の6/3から実施し、既に多数のプロジェクトを問題なくこなしている

✓ クライアントには、マーケティング上避けては通れない製品調査のため、コロナ禍でも
CLTを持続させる必要があること、実際に行ってみて、何が可能で何が困難かをチェッ
クしていく必要があるかを確認していくことが重要

✓現状で、渋谷、新宿などの繁華街の人通りはまだ以前の様には戻っていない

✓ 一日当たりの獲得数は宣言前と比べ、良いときで7～8割、悪いときには4～5割程度

✓ 密にならない様に通常の席数を間引き、入口や室内が混雑しない様に入室人数を制限

加えて毎回席を消毒作業していることも獲得数が伸びない原因の一部である
24



➢ 一方で、再開した6月頭からこれまでの期間に、多数の調査が実施できている

✓ 十分な期間さえ頂ければ、プロジェクトは必ず完了できる

✓ 手法によって違いはあると思うが、調査日数や費用は以前の約１.３～１.５倍ほどに

なっている

✓ 未だに慎重なクライアントが多い中、CLTガイドラインや弊社の方針を理解し信用して
いただき、早い段階から多くの調査を依頼してくれたお客様に感謝

25



一方でネガティブな意見は少数

「換気が不十分のような気がしました」

「スタッフ以外のマスク着用は必ずしも必要ではないのではないか」

「コロナより普通のカゼの方が全然感染確立は高いと思います。やりすぎだと思う」

26

➢ 以上の通り、開催者側の徹底した感染対策を嫌がる人はいないが、対象者に対策を

求めること（例えば会場の席でのマスクを着用など）はやりすぎと思う方がいる

➢ 弊社で実施したコロナウイルス予防対策についてのアンケート結果（自由回答抜粋）

「消毒・検温を徹底して対策しているので安心」

「席も詰めてなく、スタッフのフェースガードやマスクで安心してアンケートができる」

「この時期大変ですが、スタッフの方も気をつけて頑張ってください」

「全く不安はなかった、一般の店舗の見本になると思う、素晴らしい対応」

…など、徹底した感染対策に感心されたり、励ましの言葉がほとんど
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株式会社アスマーク

オフライン調査施策

取締役 営業部長

水城 良祐
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オフライン調査再開への取り組みと施策
アスマークのオフライン調査

28

FGI（グループインタビュー）／IDI（デプスインタビュー）
CLT（会場調査）／HUT（ホームユーステスト）

モニターリクルート
調査設計

アテンド・設営・その他準備一式

アスマークの対応

年間モニターリクルート実績
※2019年度実績

3,000案件以上

調査会社 事業会社（メーカー） 代理店

研究開発 アカデミックリサーチ
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オフライン調査再開への取り組みと施策
新型コロナウイルスによる影響

コロナ禍によるモニターリクルートの減少

2020年4月～5月：オフライン案件のご依頼が減少
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オフライン調査再開への取り組みと施策新型コロナウイルスによる影響

30

2020年初旬よりオンラインインタビューの受け入れ数を伸ばす

オンラインインタビュー専属チームを設け体制強化

オフライン定性調査の代替

デプスインタビューはオフライン

定性調査と遜色ない環境
不測の事態による定性調査の停滞を押しとどめております

＜オンラインインタビュー実績＞
2020年3月

～現在：300案件以上の対応実績

オンラインインタビューの現在
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オフライン調査再開への取り組みと施策
Withコロナに向けた体制づくり―ホワイトペーパーの発行

5月25日（月）第1弾リリース
6月3日（水） 第2弾リリース

31

6月18日（木） 第1弾リリース

オフライン調査指針

オフライン調査の再開・オンラインインタビューの定着化により
調査形態毎のホワイトペーパーを定期リリース

オンラインインタビュー実務ガイドライン
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オフライン調査再開への取り組みと施策
Withコロナに向けた体制づくり

32

1. リクルート対応
受付時の衛生管理体制

問診票

※下記は一例です

スクリーナー
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オフライン調査再開への取り組みと施策
Withコロナに向けた体制づくり

2.全体オペレーション
※下記は一例です
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オフライン調査再開への取り組みと施策
Withコロナに向けた体制づくり
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3.調査当日の見学環境

リモート見学環境

オフライン会場

※下記は一例です
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オフライン調査再開への取り組みと施策

8

アスマークは、コロナ禍における取り組みとして、
いち早くオフライン指針をリリースすることで
リサーチ業界にも貢献できればと考えています
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日経リサーチ オフライン調査

ソリューション本部 ソリューション第2部 持木俊介

2020年7月28日

『アフターコロナ時代のオフライン調査のありかたを探る』

36



株式会社日経リサーチ

37© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

：



新型コロナウイルスによる影響

◼緊急事態宣言発令中、該当地域のオフライン調査は原則停止

◼緊急事態宣言の全面解除に伴い、各種調査を再開（6/1時点）

◼ 調査員訪問調査

✓ 調査参加者が快適に回答できるよう、調査員に対して
「感染させない、感染しない」を最優先とした指導

◼ 会場調査

✓ 感染防止策を徹底

38© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

https://www.nikkei-r.co.jp/news/information/id=7251 より、改変



調査員訪問調査

◼調査説明会（調査員向けの対応）

◼ 接客業など一般的なコロナ対策と同等の対応

◼ 消毒液、非接触体温測定、マスク着用の徹底

◼ 窓を開放し換気

◼ 着席時のソーシャルディスタンス

◼ 来場の時間管理（密の回避）

◼ 柔軟な調査員手当の支払

39© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

■考えなければならない問題■
高齢化が進む調査員のメンタルケア、人員不足



調査員訪問調査

◼調査フィールド（調査員向けの対応）

◼ 調査前に検温を実施、「健康状態記録書」を記載

◼ 調査対象者との接触は調査内容によって様々

◼ 最低限のルールは設定

◼ インターホンでの初回接触時はマスクを外し、
その後はマスクを着用 など柔軟な対応

◼ こまめな休憩

◼ 調査員管理者や調査会社とのコミュニケーション強化

40© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

■考えなければならない問題■
調査員の熱中症対策、実査スピード



電話調査（世論調査/選挙情勢調査）

◼コールセンター（調査員向けの対応）

◼ 在宅率が上がり回収率（品質）は向上

◼ 性質上、もともと密にならないようなセンター環境

◼ とはいえ、座席間隔を一定程度置くなどの追加対応

◼ センターあたり稼働数が減るため、複数センターに分散

◼ 結果的に、大規模な調査が難しくなっている

◼ 国の業務で繁忙になっている影響も

41© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

■考えなければならない問題■
調査管理の不行き届き（品質低下、メイキング）



会場調査

◼調査会場（調査対象者向けの対応）

◼ 接客業など一般的なコロナ対策と同等の対応

◼ ツアー形式での調査は原則不可 ⇒セルフ形式での調査に

◼ 会場内のライティング評価が困難

◼ 調査対象者による触覚評価に制限

◼ 調査票にiPad端末が利用できず、
制御やコンジョイント分析のコントロール難易度が上昇

◼ 調査員による深堀り聴取のさじ加減

42© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

■考えなければならない問題■
従来と同品質や調査結果が担保できるか（代替案のなさも）


